
第四次川越市総合計画・川越市教育大綱の総括について 
 

■第四次川越市総合計画の総括は以下のとおりです。コロナ禍の影響が一部あったものの、進捗状況としては全体的に良化しています。 

 

１ 「教育・文化・スポーツ」分野における総括（各部局の見解）                                                 
第四次川越市総合計画の基本構想で設定した「基本目標」（８分野ごとに設定）に対する達成状況について、各分野を担当する主な部局による見解は以下のとおりです。 
 ※見解主旨：計画期間１０年間において、「達成できたこと」、「十分にできなかったこと」及び「第五次川越市総合計画に向けた方向性」 

第３章 教育・文化・スポーツ （基本目標：歴史と文化を感じながら学びあい、豊かな心を育むまち） 

【文化スポーツ部】 
 文化芸術分野ではコロナ禍という特殊要因を除いては、ウェスタ川越の指定管理者による提案事業やこどもたちへのアウトリーチ型の体験事業などのソフト事業を中心に、多文化共生や国際交流
も含め、文化芸術の推進が図られたものと評価している。また、スポーツ分野においても同様に、小江戸川越ハーフマラソンをはじめとする各種イベントを着実に実施したことにより、生涯スポー
ツの浸透・定着ができた。 
 一方で、文化・スポーツ施設全般にわたり、施設の老朽化が進み、修繕計画を策定しているものの、当初の計画どおりに修繕が進められていない状況にあり、利用者への安心・安全の確保が課題
である。 
 今後は、施設の維持管理などのハード的側面に関して、行政単独で事業を進めるのではなく、既存のソフト事業も含め、民間事業者との協働・連携を図りながら、文化とスポーツを融合した事業
展開を進め、世代間の交流など、地域の活性化に向けて取り組むことが重要であると考える。 
【教育総務部】 
 子どもサポート委員会の支援や放課後子供教室の開催などを通じて学校・家庭・地域が連携したこどもを育てる地域活動を進めることができた。また、公民館や図書館、博物館の各事業では、ラ
イフステージに応じた学習機会の提供や電子書籍の導入など、幅広い世代の多様な学習ニーズに対応するよう努めた。文化財の保存・活用のための「川越市文化財保存活用地域計画」の策定などに
も取り組むとともに、老朽化した学校施設・設備の大規模改造工事やトイレ改修工事、体育館や特別教室等への空調設備の導入についても、計画的に進めることができている。 
 一方で、こどもを育てる地域活動における担い手不足や参加者の減少が進んでいる。また、老朽化した施設が多くあるため、その対応を行いきれていないなどの課題がある。 
 引き続き、多様化する学習ニーズや現代的な課題、急速なＩＣＴの広がりや変化する社会状況に対応した事業の実施、後継者の育成、特に若い世代が社会教育に関心を向ける取組が必要であるほ
か、施設や設備の整備を進めていく必要があると考える。 
【学校教育部】 
 確かな学力の育成のため、「川越市小・中学生学力向上プラン」を策定するとともに、ＧＩＧＡスクール構想に対応したＩＣＴ環境整備を実施し、各学校における授業改善を推進することができ
た。また、各学校の課題解決や児童生徒一人ひとりの教育的ニーズに対応するため、オールマイティーチャーなどの人的配置を進めたのに加え、教育環境の整備のため、教職員の働き方改革やコミ
ュニティ・スクールの推進に取り組んだ。 
 一方、体力の向上については、新型コロナウイルス感染症拡大の影響もあり、十分な成果を得ることができなかった。また、児童生徒の「個別最適な学び」及び「協働的な学び」の推進のため、
ＩＣＴ活用を含めた教員の指導力向上が課題となっている。さらに、各学校の教育課題が複雑・多様化する中、課題解決のための人的配置が、各学校のニーズや要望等に応えきれていない現状もあ
る。 
 今後、グローバル化や技術革新が急速に進み、より一層変化の激しい予測困難な時代が到来する。このような未来社会の担い手となる児童生徒の育成に向け、これまで以上に、地域や家庭と連
携・協働しながら、より質の高い学校教育を提供していく必要があると考える。 

 

２ 市民満足度調査（市民アンケート）の結果による評価                                                     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

資料８ 

 

前々回

H26

11 生涯学習活動の推進 13.7 19.4 ↑ 17.9 ↓ ○

12 生きる力を育む教育の推進 9.7 12.0 ↑ 13.4 ↑ ◎

13 教育環境の整備・充実 13.2 14.4 ↑ 16.6 ↑ ◎

14 文化芸術活動の充実 11.7 18.6 ↑ 17.3 ↓ ○

15 文化財の保存・活用 30.3 32.2 ↑ 30.1 ↓ △

16
多文化共生と国際交流・協力の
推進

10.3 10.7 ↑ 11.9 ↑ ◎

17 生涯スポーツの推進 14.3 16.1 ↑ 13.2 ↓ △

14.7 17.6 ↑ 17.2 ↓

前回

H30

今回

R5

評価施　　策

施策満足度平均

・市民満足度調査は、川越市が取り組む施策に対する市民にとっての満足度等を把握
するため、５年に１回、無作為に抽出した市民３，０００人に対してアンケート用
紙を送付して実施しています。 

・右表は、第四次川越市総合計画策定時（平成２６年度調査）を起点に、平成３０年
度調査及び令和５年度調査の結果から、市民満足度の推移について以下の区分で評
価したものです。 

 

 



３ 計画に位置付けた指標による評価                                                              
・第四次川越市総合計画では、計画に掲げている全５２施策において、各施策の進捗状況を把握するための指標（数値目標）を設定しています。 
・指標には基準値（平成２６年度）と目標値（令和７年度）を設定した上で、毎年度の実績を調査しています。 
・下表は、目標値（令和７年度）と直近の実績値とを対照して、以下の区分で評価したものです。 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ａ：直近の実績値が目標値（令和７年度）を達成している。 
Ｂ：直近の実績値は目標値（令和７年度）を達成していないが、基準値（平成２６年度）よりは改善している。（基準値と実績値が同じ場合を含む。） 
Ｃ：直近の実績値が基準値（平成２６年度）から悪化している。 


